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（１）日照阻害 

• 国の指針に基づき、リニア中央新幹線事業で
日照阻害の影響を受ける住宅や農作物、太
陽光発電等すべての補償内容と補償時期に
ついて明らかにすること。 

• リニア高架橋下にどのような施設が整備され
るのかによって、日照阻害を受ける範囲に差
が生じるため、高架橋下の施設を明らかにす
ると共に日照阻害の具体的なシミュレーション
を用いて説明すること。 

 



（２）壬生沢川の排水対策 

• 村境を流れる壬生沢川は、河川断面も小さく、
台風等自然災害の脅威に常に晒されている
ことから、豊丘村を通過する長大トンネルの
工事排水については、壬生沢川に放流しない
ことの確約と、代替排水路の整備計画を早急
に示すこと。 

 

 



（３）防音防災フードと防音壁 

• 明かり区間の環境対策工として、沿線市町村
の状況を踏まえ、線路を半円状のコンクリート
製の屋根で覆う防音防災フードと線路の両側
に設ける防音壁の最終的な設置位置につい
て早急に協議すること。 

 

 

 



（４）地下水源の代替 

• 工事着手前、工事中、工事終了後において、
地下水の水位や水質に影響が出た場合は、
早急な応急対策、恒久対策を実施すること。
特に、地上区間における高架橋等の基礎工
事で、村営水道水源である田中下水源、堰下
水源に影響が出た場合は、即時対応すると
共にその方法についてあらかじめ協議をする
こと。 

 

 



• リニア関連工事に伴う工事用車両の通行は、
生活環境に大きな影響があることから、村内
の運行ルート、安全対策、運行時間、環境対
策、舗装修繕等について計画を明らかにする
こと。 

 

（５）工事用車両 



• リニア発生土を活用し埋立を行う、ガイドウェ
イ製作・保管ヤードとリニア本線に係る工場移
転先の造成地について、活用する発生土の
搬出時期や運搬ルート、造成方法等について
計画を明らかにすること。 

（６）発生土の活用 



（７）落下物の安全管理 

• 緩衝帯を４ｍとしているが、高架橋など構造
物からの落雪、落氷、ボルト等の落下物の恐
れがあることから、高架橋下の村道との交差
部分や利用可能な部分の安全対策を明らか
にすること。 

 

 

 



（８）事業用地の残地 

• 面積や形状が変更となり、損失補償の対象と
なる土地の整理と補償内容について明らかに
すること。 

• 高架橋下に整備する施設によって、事業用地
の追加取得が必要となるか明らかにすること。  

 



（９）発生土置き場の運搬ルート 

• 沿線市町村の発生土置き場の運搬車両が、
村内を通過することは、生活環境の懸念が大
きいため、豊丘村及び飯田市に予定している
発生土置き場の運搬ルート計画について説
明すること。 

 


